
 

校 長 鎌 田 昌 記
 

 先日、３年生が家庭科の学習の一環として智恵文保育所を訪れ

ました。保育所の幼児たちと一緒に遊び触れ合う体験を通して、

幼児の発達や行動、幼児を育てる上での家族の役割などについて

理解を深めることを目的とした学習です。 

 残念ながら会議と重なったため、私は活動の様子を実際に見る

ことができなかったのですが、引率した家庭科担当の職員から、

生徒たちが楽しく充実した時間を過ごしてきた、との報告を受

け、非常にうれしく感じるとともに、改めて「直接体験こそが何

者にも勝る学び」であるとの思いを強くしました。 

 コロナ禍が始まって２年あまり、学校現場では様々な教育活動に制限を加えざるを得ませんでし

た。しかし今年は、感染症予防対策に万全を期し、方法や内容を工夫しながら一部の活動を再開し

てきています。とりわけ体験的な活動を伴う学習の場の復活は、生徒たちにとって大きな意味をも

たらしています。本校の伝統行事である秋の交通安全啓発活動も今年２年ぶりに実施しましたが、

道行くドライバーに自分たちが育てたカボチャを手渡しながら交通安全を呼びかける生徒たちの

姿は実に生き生きとしており、非常に手応えを感じるものとなりました。 

 机の上で基礎的・基本的なことを学ぶことももちろん大事ですが、自分の五感を通して物事を実

際に目や耳にしたり、体験したりして得た事柄は、知恵や知識となって着実に身に付きます。そし

てその経験知こそが将来何らかの場面で役立つものと考えます。 

 急速な科学技術の進歩の中にある現在の私たちの生活は、便利すぎるあまり、子供たちから実体

験の場を次々と奪っている、と私は常日頃から思っています。インターネットやテレビ等を通して

間接的、疑似的に体験する場はあっても、直接体験する場は確実に減少しているのです。「子どもの

頃の実体験が豊富な人ほど、大人になってからのやる気や生きがい、人間関係能力などが高い」と

いう統計結果もあります。 

 ご家庭におかれましても是非、子供たちに直接体験をさせる場を大事にしていただきたいと思い

ます。例えば掃除、洗濯、炊事などの家事や家庭での様々な作業の手伝いもあるでしょう。家族で

外へ出かけ、運動やレジャーなど、楽しみながら屋外で体を動かしたり何らかの体験をしたりする

こともよいでしょう。また、動植物の世話や、自宅でじっくりとものづくりに取り組むことも考え

られます。子供たちの健やかな成長につなげるために、学校と家庭の双方で子供たちに、実体験の

場を保障してあげたいものです。 
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日（曜） 行  事  等 

２日（金） 

５日（月） 

７日（木） 

９日（金） 

１０日（土） 

１２日（月） 

１４日（水） 

１６日（金） 

２０日（火） 

２１日（水） 

２３日（金） 

２４日（土） 

２７日（火） 

２９日（木） 

３年学力テスト 

常任委員会 

ＡＬＴ 校内研修（小中合同） 

中央委員会 

子ども会レクリエーション 

清掃週間（～22日） 

智小参観日 

やまゆり 

保健指導 

ＡＬＴ  

２学期終業式 

冬季休業（～１/16） 

諸費引落 

学校閉庁日（～１/３） 

１/17（火） ３学期始業式 

 

10 月 27 日（木）に生徒会選挙が実施さ

れ、後期の生徒会役員が選出されました。 

後期の生徒会は、3年生からのバトンを引

き継ぎ、2年生が中心となって運営されます。 

生徒会や常任委員会での活動は、異年齢の

生徒同士で協力して学校生活の充実と向上

を目指すものです。そこでは、自発的、自治

的に活動することが求められます。 

自分たちの学校生活の現状を分析し、問題

を発見、確認し、解決方法について話し合っ

て決定します。決定された方法について役割

分担しながら実行し、振り返りまでを行いま

す。 

まさに社会に出るための準備と言える活

動です。間違うこともあるでしょうし、うま

くいかないこともあるでしょう。しかし、人

は経験したことを基にして考えを深めるこ

とで成長していきます。「なすことによって

学ぶ」の言葉が示す通り、挑戦する気持ちを

大切にして、実りある学校生活にしてほしい

と思います。 

 体育館の工事が進められ、小学生用のバス

ケットボールのゴールが取り付けられまし

た。それに合わせて、新しくラインも引かれ

ました。 

 下の写真では、消火栓の配管変更に伴い、

壁の一部が外されています。この後、新しい

板を貼って塗装します。その作業が終了して

から、床に置いてある暖房機６機を取り付け

ることになります。 

 12月上旬に作業が終了する予定です。 

18日（金）に名寄市移動図書館「やまゆ

り号」の来校に合わせて、読み聞かせ会が開

かれました。 

『戦争をやめた人たち…1914年のクリ

スマス休戦…』（鈴木まもる 文・絵）の読

み聞かせをしてくださったのは、名寄市で読

み聞かせのボランティアをしている方です。 

このお話は実話に基づいているそうです。

クリスマスが近づき、しかもウクライナ侵攻

が続く中、子供たちは、どんな思いでこのお

話を聞いたことでしょう。 


